遺留分減殺請求書

被相続人氏名　○○○○

相続開始日　　平成○年○月○日

本籍地　　　　○県○市○町○○

最後の住所地　○県○市○町○○

法定相続人　　○○□□（被通知人）

法定相続人　　○○△△（通知人）

私は、上記被相続人○○○○の法定相続人であり、遺留分対象財産の４分の１を遺留分として有しておりますが、次の行為が私の遺留分を侵害しているので、民法１０３１条により、遺留分減殺請求致します。直ちに必要な名義変更手続きにご協力下さい。また、過去○○年間の間に、被相続人から貴殿が贈与を受けた現金についても、私の遺留分を侵害している恐れがありますので、全ての明細を御開示下さい。

本書面到達後２週間以内に、上記要請に御協力頂けず、何らの誠意あるご対応も頂けない場合は、貴殿が受けた全ての贈与について遺留分減殺を行うべく管轄裁判所に訴訟提起を行わざるを得ませんので悪しからずご了承下さい。

1、 遺言書（〇〇公証役場）による遺贈

遺言書日付　平成○年○月○日

遺贈された不動産の表示

所在　○県○市○町○○

地番　○○

地目　宅地

地積　○平米

2、 生前贈与
生前贈与された不動産の表示
所有権移転登記　受付日　平成○年○月○日　受付番号○○（○法務局○出張所）

登記原因及び日付　平成○年○月○日　売買

所在　○県○市○町○○

地番　○○

地目　宅地

地積　○平米

この売買では売買代金の支払いがされていないので実質贈与であった。

平成○年○月○日

通知人　　○県○市○町○○　　○○△△

被通知人　○県○市○町○○　　○○□□
注１　遺留分減殺請求権の行使についての通知書です。時効の関係もあり通知書の存在を証明する必要がありますから、配達証明付きの内容証明郵便で行う必要があります。

　２　遺留分やその減殺請求については別にHPを参考にしてください。

　３　ここでは不動産について、減殺請求により一部の名義の変更を請求していますが価格の賠償を請求する場合はその旨記載することも可能です。

